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１１
月
２５
日
、
ｅ
ス
ク
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
キ
ャ

ン
プ
２
０
２
２
つ
く
ば
大
会
と
つ
く
ば
市
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

４５
周
年
記
念
大
会
が
つ
く
ば
市
内
で
同
時
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
一
財
・
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
・
日
本
視
聴

覚
教
具
連
絡
会
・
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
。パ
ネ
ル
討
議

で
は
新
潟
市
、つ
く
ば
市
、渋
谷
区
が
登
壇
し
て
教
育
デ

ー
タ
活
用
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

は
堀
田
博
史
教
授（
園
田
学
園
女
子
大
学
）が
務
め
た
。

一
部
を
１２
月
２５
日
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
す
る
。

学
校
現
場
は
、
教
育
デ
ー

タ
利
活
用
に
対
応
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ア
ク
セ
ス

ロ
グ
を
集
約
す
る
以
上
の
デ

ー
タ
を
示
し
、
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
る
の
か
―
―
堀
田

教
授
が
投
げ
か
け
た
疑
問
に

つ
い
て
片
山
敏
郎
氏
（
新
潟

市
教
育
委
員
会
学
校
支
援
課

副
参
事
・
指
導
主
事
）
は

「
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
に
つ

い
て
教
職
員
の
多
く
は
た
ど

り
つ
い
て
お
ら
ず
、
興
味
を

持
っ
て
い
る
教
員
も
思
い
切

り
よ
く
利
用
で
き
な
い
と
い

う
現
状
。
そ
こ
で
取
り
組
み

や
す
い
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
始

め
て
い
る
。
教
育
デ
ー
タ
利

活
用
に
は
『
子
供
』
『
教

員
』
『
保
護
者
』
『
学
校
設

置
者
』
の
視
点
が
あ
る
。
ま

ず
は
教
育
委
員
会
（
学
校
設

置
者
）
の
視
点
で
ア
ク
セ
ス

ロ
グ
等
の
分
析
に
よ
る
学
校

理
解
か
ら
始
め
、
管
理
職
の

気
付
き
に
つ
な
げ
よ
う
と
考

え
て
い
る
。
端
末
活
用
は
毎

日
１
０
０
％
が
当
た
り
前
で

あ
り
そ
れ
に
到
達
し
て
い
な

い
学
校
は
支
援
不
足
で
あ
る

と
考
え
て
学
校
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
な
が
ら
手
立
て
を
講

じ
、
学
校
間
格
差
解
消
に
努

め
て
い
る
。
本
市
は
現
在
、

３
層
分
離
の
た
め
校
務
系
と

福
祉
系
の
デ
ー
タ
連
携
等
は

難
し
い
が
、
学
習
ｅ
ポ
ー
タ

ル
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
機
能

の
充
実
も
期
待
し
て
い
る
。

ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て

い
る
か
に
よ
り
で
き
る
こ
と

が
変
わ
る
。
や
り
た
い
こ
と

と
現
実
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
な

が
ら
進
む
」
と
回
答
。

中
村
め
ぐ
み
氏
（
つ
く
ば

市
総
合
教
育
研
究
所
・
情
報

担
当
指
導
主
事
）
は
「
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
機
能
構
築
に
向

け
て
５
校
で
実
証
中
。
様
々

な
デ
ー
タ
を
持
つ
こ
と
の
不

安
を
解
消
す
る
も
の
が
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
で
あ
り
、
ア
ナ

ロ
グ
デ
ー
タ
で
最
も
よ
く
参

照
し
て
い
る
も
の
を
集
約
す

れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

活
用
と
学
力
の
関
係
な
ど
の

教
育
委
員
会
用
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

ー
ド
も
実
証
す
る
」
と
話
し

た
。

■
現
場
の
教
員
と

対
話
し
な
が
ら
進
め
る

す
で
に
教
育
デ
ー
タ
の
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
機
能
の
運
用

を
開
始
し
て
い
る
渋
谷
区
の

竹
澤
悠
人
氏
（
教
育
政
策
課

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
係
長
）
は

「
当
初
、
ど
こ
か
ら
着
手
す

べ
き
か
は
迷
っ
た
。
現
在
、

教
員
向
け
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

は
ラ
イ
フ
ロ
グ
の
稼
働
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
。
児
童
生
徒

の
変
化
が
わ
か
り
、
子
供
の

理
解
に
つ
な
が
る
と
好
評

だ
。
今
後
は
端
末
利
用
状
況

や
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
、
各
種
ア
プ
リ
等
も
含
め

た
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
活
用
を
始

め
る
。
子
供
へ
の
デ
ー
タ
提

供
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い

が
、
ふ
り
返
り
を
中
心
に
構

築
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
逐
次

改
善
を
目
指
し
て
い
る
」
と

報
告
。

柳
田
俊
氏
（
同
・
教
育
指

導
課
指
導
主
事
）
は
「
第
１

回
の
研
修
で
デ
ー
タ
利
活
用

に
つ
い
て
説
明
し
、
第
２
回

の
研
修
で
は
、
各
校
の
デ
ー

タ
利
活
用
事
例
を
管
理
職
が

発
表
し
合
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
よ
く
使
っ
て
い
る

教
員
や
会
議
ア
プ
リ
を
よ
く

使
っ
て
い
る
教
員
を
管
理
職

が
デ
ー
タ
か
ら
理
解
し
て
現

場
に
共
有
し
、
ミ
ニ
研
修
に

つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

デ
ー
タ
に
よ
り
端
末
活
用
度

が
最
低
の
学
校
が
ど
こ
か
が

わ
か
り
、
教
育
委
員
会
が
支

援
す
る
こ
と
で
、
活
用
度
が

圧
倒
的
に
増
え
た
学
校
も
あ

る
。
現
場
の
教
員
と
対
話
し

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重

要
。
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
で

子
供
も
教
員
も
救
わ
れ
る
し

笑
顔
が
増
え
る
」
と
話
し
た

（
関
連
４
面
）
。

Ａ
Ｉ
ブ
ッ
ダ
が

相
談
者
の
悩
み
に
回
答

京
都
大
学
人
と
社
会
の
未

来
研
究
院
の
熊
谷
誠
慈
准
教

授
は
、
（
株
）
テ
ラ
バ
ー
ス

古
屋
俊
和
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
僧
侶
の

青
蓮
院
門
跡
・
東
伏
見
光
晋

執
事
長
ら
と
と
も
に
、
悩
み

を
Ａ
Ｉ
ブ
ッ
ダ
が
答
え
て
く

れ
る
「
ブ
ッ
ダ
ポ
ッ
ト
」
を

開
発
し
た
。
相
談
者
が
「
や

る
気
が
出
な
い
」
「
会
議
が

あ
る
の
に
ア
イ
デ
ア
が
湧
か

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
投
稿
す

る
と
、
現
存
最
古
の
仏
教
経

典
「
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
」
を

学
習
し
た
Ａ
Ｉ
ブ
ッ
タ
が
、

対
話
形
式
で
回
答
す
る
。
Ａ

Ｉ
ブ
ッ
ダ
は
グ
ー
グ
ル
社
の

自
然
言
語
処
理
モ
デ
ル
「
Ｂ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ー
ド
）」を
応
用

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
機
械
学

習
し
て
い
る
。

ブ
ッ
ダ
ポ
ッ
ト
を
開
発
し

た
背
景
に
は
、
熊
谷
准
教
授

の
「
現
代
人
が
も
っ
と
仏
教

の
価
値
に
親
し
ん
で
く
れ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
長
年
の
思
い

が
あ
っ
た
。「
い
ま
や
多
く
の

人
に
と
っ
て
、
仏
教
は
観
光

や
葬
式
で
接
す
る
だ
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
仏
教

の
本
質
は
幸
せ
に
な
る
た
め

に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仏
教
と
の
出
会
い
が
き
っ
か

け
で
幸
せ
に
な
っ
た
ら
、
仏

教
が
好
き
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」

ア
バ
タ
ー
ブ
ッ
ダ
導
入
で

リ
ア
ル
感
覚
を
創
出

熊
谷
准
教
授
ら
は
現
在
、

ブ
ッ
ダ
ポ
ッ
ト
を
も
と
に
、

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
や
Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）
を
用
い
た
仏

教
仮
装
世
界
「
テ
ラ
バ
ー

ス
」
の
開
発
を
進
め
て
お

り
、
２
０
２
２
年
９
月
、
そ

の
試
作
品
「
テ
ラ
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
Ａ
Ｒ

Ｖ
ｅ
ｒ

１
・
０
」
を
公
表
し
た
。

ブ
ッ
ダ
ポ
ッ
ト
の
Ａ
Ｉ
ブ

ッ
ダ
は
、
テ
キ
ス
ト
で
の
対

話
だ
け
だ
っ
た
が
、
テ
ラ
バ

ー
ス
で
は
Ａ
Ｒ
技
術
を
活
用

し
て
、
ス
マ
ホ
画
面
に
ア
バ

タ
ー
の
ブ
ッ
ダ
が
登
場
。
音

声
入
力
も
で
き
、
ブ
ッ
ダ
と

会
話
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。ブ

ッ
ダ
の
回
答
内
容
も
さ

ら
に
充
実
。
経
典
「
ス
ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
」
に
加
え
て
代
表

的
な
原
始
仏
教
経
典
「
ダ
ン

マ
ハ
ダ
」
も
学
習
し
、
学
習

デ
ー
タ
数
を
ブ
ッ
ダ
ポ
ッ
ト

の
開
発
当
時（
２
０
２
１
年
）

か
ら
５
倍
に
増
や
し
た
。

近
い
将
来
に
は
、
位
置
情

報
と
も
組
み
合
わ
せ
、
利
用

者
の
生
活
空
間
に
お
い
て
突

然
、
Ａ
Ｉ
ブ
ッ
ダ
が
現
れ
る

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
性
も
持

た
せ
、
仮
想
空
間
な
ら
で
は

の
自
由
さ
や
楽
し
み
も
創
出

し
て
い
く
考
え
だ
。

サ
イ
バ
ー
空
間
活
用
で

仏
教
の
持
続
的
発
展
探
る

テ
ラ
バ
ー
ス
は
、
個
人
の

救
済
だ
け
で
な
く
、
仏
教
界

の
支
援
も
目
指
す
。
日
本
の

仏
教
界
は
寺
院
の
収
入
減

少
、
本
堂
な
ど
建
物
の
維
持

管
理
の
困
難
な
ど
か
ら
、
２

０
４
０
年
に
は
３
割
が
廃
寺

に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
は
コ
ロ

ナ
禍
で
さ
ら
に
拍
車
が
か
か

っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
熊
谷
准
教
授
ら

は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
活
用

し
た
仏
教
の
持
続
的
発
展
の

可
能
性
を
探
る
。

例
え
ば
、
Ｖ
Ｒ
技
術
で
サ

イ
バ
ー
空
間
に
ア
バ
タ
ー
寺

院
を
建
立
す
れ
ば
、
地
理
的

な
問
題
を
克
服
し
て
遠
方
に

住
む
信
者
も
寺
院
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ア
バ
タ
ー
僧
侶
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
寺
院
へ

の
訪
問
者
対
応
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。サ

イ
バ
ー
技
術
に
よ
っ

て
、現
実
世
界
、仮
想
空
間
ど

ち
ら
で
も
寺
院
の
行
事
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
参

加
者
同
士
の
交
流
増
も
期
待

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
仮
想
空

間
に
よ
る
寺
院
運
営
に
は
、

現
役
の
僧
侶
か
ら
も
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

熊
谷
准
教
授
は
「
コ
ロ
ナ

禍
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
な
ど
を
通
じ
、
現
実
世

界
に
窮
屈
さ
を
感
じ
る
人
が

増
え
ま
し
た
。
物
理
的
制
約

の
な
い
仮
想
空
間
の
可
能
性

や
潜
在
性
は
、
ま
す
ま
す
高

ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

テ
ラ
バ
ー
ス
を
通
じ
て
人
々

に
癒
し
や
楽
し
み
を
届
け
る

こ
と
で
、
新
た
な
活
力
と
希

望
が
生
み
出
さ
れ
、
躍
動
的

な
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
た
。

（
蓬
田
修
一
）

２―３面 クラウド活用で主体的に学ぶ

第４８回全日本教育工学研究協議会全国大会 愛知・春
日井大会が開催された。当日、各校で展開されていた
児童生徒主体の学び合いは、最初からできたものでは
なく、少しずつ変わっていった結果であると報告

４面 第５回日本ＩＣＴ教育アワード

全国ＩＣＴ教育首長協議会は第５回日本ＩＣＴ教育ア
ワードで９自治体（渋谷区・氷見市・生駒市・久喜市
・水戸市・枚方市・四国中央市・玖珠町・垂水市）を
表彰。首長や教育長が各地区の取組を報告した

５面 学習者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書を円滑に運用できる環境につ
いて文部科学省は２０２１年度から実証を行っている。倉
敷市立連島南小学校は継続して実証校として協力して
おり「ほぼ全科目全学年の学習者用デジタル教科書を
当たり前に使える」環境にある

６面 教育委員会対象セミナー 札幌

１１月４・５日、札幌市内で教育委員会対象セミナーを
開催。２日間で２００人以上の教育関係者が参集した

２
０
２
２
年
度
文
部
科
学

省
第
２
次
補
正
予
算
（
案
）

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
２
０

２
３
年
度
予
算
の
多
く
が
本

補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
補
正
予
算
関
連
は
早

々
に
募
集
が
開
始
さ
れ
る
た

め
、
早
め
の
準
備
が
必
要

だ
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
関
連
の
主
な
内
容
は
次
。

▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

（
７１
億
円
）＝
端
末
の
日
常
化

を
支
え
る
支
援
基
盤
づ
く
り

を
補
助
。
補
助
率
は
１
／
３

（
２
０
２
４
年
度
ま
で
事
業

継
続
）
だ
が
、
都
道
府
県
が

域
内
の
全
市
町
村
（
政
令
市

を
除
く
）
と
連
携
か
つ
本
補

正
予
算
に
限
り
補
助
割
合
を

１
／
２
と
す
る
。
▼
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
・
教
材
等
通
信
環

境
調
査
研
究
（
５
億
円
）
＝

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
や

学
習
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校

の
通
信
環
境
を
調
査
・
研
究

し
て
必
要
な
設
備
と
回
線
速

度
等
の
要
件
を
明
ら
か
に
す

る
（
関
連
５
面
）。▼
次
世
代

の
校
務
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
実

証
事
業
（
１１
億
円
）
＝
働
き

方
改
革
を
実
現
す
る
ゼ
ロ
ト

ラ
ス
ト
・
フ
ル
ク
ラ
ウ
ド
を

前
提
と
し
た
校
務
の
仕
組
み

を
全
国
５
か
所
で
実
施
。
全

国
レ
ベ
ル
の
入
れ
替
え
モ
デ

ル
を
示
す
。
▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
に
お
け
る
学
び
の
充

実（
９
億
円
）＝
１
人
１
台
端

末
の
活
用
状
況
を
把
握
・
分

析
す
る
と
と
も
に
効
果
的
な

事
例
を
創
出
す
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
事
業

（
２
・
４
億
円
）、高
等
学
校
情

報
化
等
教
科
の
た
め
の
専
門

人
材
育
成
・
確
保
の
仕
組
み

確
立
や
「
情
報
Ⅱ
」
教
材
等

開
発
ほ
か
（
１
・
４
億
円
）、

学
校
Ｄ
Ｘ
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
助
言
及
び
学
校
Ｄ
Ｘ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
配
置
（
４
・

７
億
円
）な
ど
。▼
全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化

の
準
備
（
１
億
円
）
＝
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
Ｃ

Ｂ
Ｔ
化
に
向
け
て
新
規
で
Ｃ

Ｂ
Ｔ
形
式
の
問
題
を
作
成
。

▼
部
活
動
の
地
域
連
携
等
環

境
整
備
（
１９
億
円
）
＝
地
域

移
行
体
制
構
築
に
つ
い
て
各

種
研
修
会
実
施
に
関
す
る
経

費
や
広
域
的
な
人
材
バ
ン
ク

設
置
（
都
道
府
県
の
み
）
、

経
済
的
に
困
窮
す
る
世
帯
の

参
加
費
負
担
支
援
等
。
補
助

割
合
は
国
１
／
３
、
都
道
府

県
１
／
３
、
市
区
町
村
１
／

３
等
。
▼
教
員
研
修
の
高
度

化
（
２３
億
円
）
＝
各
種
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

（
３
分
野
３
０
５
を
予

定
）
、
教
育
委
員
会
・
大
学

等
が
協
働
し
て
研
修
高
度
化

を
モ
デ
ル
開
発
（
全
国
９
ブ

ロ
ッ
ク
４
テ
ー
マ
）
。
▼
幼

稚
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
支

援
（
８
億
円
）
＝
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
教
員
研
修
や
保
育

参
観
、
保
育
動
画
配
信
、
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
家
庭
連
絡

等
、
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
（
購
入
・
改
修
・
工
事
費

等
）
を
支
援
。
１
園
あ
た
り

１
０
０
万
交
付
（
補
助
割
合

３
／
４
）
。

鴻
巣
市
と
内
田
洋
行
が
連
携

内
田
洋
行
と
埼
玉
県
鴻
巣

市
は
、
最
先
端
の
教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
空
間
を
構
築
・
検

証
す
る
た
め
の
事
業

連
携
を
１１
月
２９
日
、

締
結
し
た
。
同
社
は

２
０
２
２
年
度
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
協

働
的
な
学
習
空
間
を

東
京
学
芸
大
学
附
属

竹
早
小
学
校
や
宮
城

教
育
大
学
に
設
置
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の

成
果
も
踏
ま
え
、
鴻

巣
中
央
小
学
校
に
「
の
す
っ

子
未
来
教
室
」
を
設
置
。
本

教
室
に
は
発
表
ス
テ
ー
ジ
を

意
識
し
た
ア
ー
チ
型
カ
ー
ペ

ッ
ト
、
移
動
し
や
す
く
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
し
や
す
い
椅
子

や
デ
ス
ク
、
遠
隔
地
と
等
身

大
サ
イ
ズ
で
交
流
で
き
る
提

示
環
境
、
高
性
能
Ｐ
Ｃ
２１

台
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
等
を

設
置
。
イ
ン
テ
ル
が
提
供
す

る
教
員
研
修
も
実
施
。
新
た

な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
空
間
に
よ
る
学
び

の
社
会
化
に
向
け
た
検
証
を

行
い
全
国
に
発
信
す
る
。

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
中
学

校
・
高
等
学
校
（
嶋
耕
二
中

学
校
長
・
朝
田
肇
高
等
学
校

長
）
は
、
２
０
１
４
年
に
併

設
型
中
高
一
貫
教
育
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
石
川
県
内

の
唯
一
の
公
立
中
高
一
貫
教

育
校
で
あ
る
。

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を

進
め
る
中
で
、
１
人
１
台
端

末
を
活
用
し
て
学
校
と
家
庭

で
主
体
的
な
学
び
を
連
携
さ

せ
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用

能
力
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
家
庭
学
習
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
１
人
１
台

端
末
環
境
を
活
か
し
て
、
探

究
レ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
在
、
理
科
学
習
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の

探
究
的
な
学
び
を
中
心
に
し

て
、
学
校
や
家
庭
で
の
学
び

を
進
め
て
い
る
。

「
レ
モ
ン
は
な
ぜ
酸
っ
ぱ

い
の
か
」
「
虹
は
ど
う
し
て

で
き
る
の
か
」
な
ど
、
生
徒

が
自
ら
設
定
し
た
学
習
課
題

を
自
力
で
解
決
す
る
学
習
で

１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
１
５

０
作
品
以
上
が
ク
ラ
ウ
ド
上

で
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
は
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
蓄

積
さ
れ
て
い
る
。

中
学
校
社
会
科
の
授
業
で

は
、
地
元
新
聞
の
デ
ジ
タ
ル

版
を
活
用
し
た
取
組
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

英
語
の
授
業
で
は
、
生
徒

が
デ
ジ
タ
ル
付
箋
で
意
見
を

共
有
し
て
、
情
報
端
末
で
英

文
を
書
い
て
ま
と
め
て
い

た
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
英

文
で
書
き
上
げ
て
い
る
。

高
等
学
校
の
理
科
で
は
、

各
自
の
実
験
結
果
を
考
察
し

た
内
容
を
ク
ラ
ウ
ド
で
共
有

し
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

で
集
約
し
て
、
更
に
深
く
考

え
て
い
た
。
ま
た
、
数
学
で

は
、
グ
ラ
フ
作
成
ツ
ー
ル
を

活
用
し
て
、
関
数
の
特
徴
を

各
自
が
分
析
で
き
る
よ
う
な

活
用
場
面
を
設
定
し
て
い

る
。
国
語
で
は
、
思
考
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
協
働
的
な
学

び
を
展
開
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
中
高
一
貫
し
た
教

育
に
お
い
て
、
生
徒
の
深
い

学
び
を
支
え
て
い
る
の
は
、

教
師
の
教
材
研
究
に
よ
る
学

習
指
導
の
質
の
高
さ
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
伴
走
者
と
し

て
学
び
を
支
え
る
教
師
の
懐

の
深
さ
を
感
じ
る
。
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教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
で

教
員
や
子
供
の
笑
顔
が
増
え
た

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
で

教
員
や
子
供
の
笑
顔
が
増
え
た

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

渋
谷
区
、新
潟
市
、つ
く
ば
市
が
報
告

GIGAスクール運営支援センター
補正予算のみ1/2補助

第２次補正予算案

県内唯一の公立中高一貫教育校と
して探究的な学習活動に取り組ん
でいる

都道府県の域内
全市町村連携で

京都大学

（１） ２０２２年（令和４年）１２月５日（月曜日）

仏
教
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合

仮
想
空
間
で
持
続
性
高
め
る

Ｐ
Ｃ
室
を
超
え
た
学
習
空
間
へ

Ｐ
Ｃ
室
を
超
え
た
学
習
空
間
へ
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「
テ
ラ
バ
ー
ス
」
イ
メ
ー

ジ
図
。「
テ
ラ
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
Ａ
Ｒ

Ｖ
ｅ
ｒ

１
・
０
」
で
は
ア
バ
タ
ー

ブ
ッ
ダ
に
音
声
や
テ
キ
ス

ト
で
悩
み
を
相
談
で
き
る
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！

金沢錦丘中学校・高等学校金沢錦丘中学校・高等学校⑱探究レポートから生徒の学びアーカイブに⑱探究レポートから生徒の学びアーカイブに


